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審    査    の    要    旨 
 
  本論文は、奄美の文化変容を葬制・墓制、相撲、女性神役の継承という３つの側面から解明したも
のである。これらの事象はフィールドワークの資料や他の研究者の残した現地調査報告書に加え、文
書と図像資料によって変化の時期と様相が確実に分かるという点で選定されたものである。考古学、
歴史学の成果を援用しながら、いくつかの新しい史料の発見や従来の資料の新たな読み直しもあり、
薩摩の琉球侵攻以降の変化が検討されている。いずれもかつての琉球文化が、本土文化に影響を受け
ながら変化していくものであった。神役の継承を扱った第３部では、現地の調査を行った研究者が父
系出自集団に注目するあまり、イエの存在を等閑視したことを批判するなど、丹念な先行研究批判に
よって学説の修正をせまっている。父系家筋型が喜界島で始まったが、数的に最も多く出てきたのは
大和村であったということなど、それを強いた役人層の考え方がうかがえる貴重な指摘である。ただ、
葬墓制において一次葬が土葬に変化したという点から奄美を一つの領域として把握することは可能
であるが、すべての点で奄美を一体のものとしてとらえることには問題もある。「奄美」によって喜
界島、奄美大島では奄美諸島全体を指すのに対し、徳之島、沖永良部、与論では奄美大島だけを指し、
自らを奄美に含めていない。このように土地の人々の地理概念の相違から始まって、土葬が奄美諸島
北部では支配層に受容され島役人層が石塔を立てていったなどの社会階層による受容の差、与論は砂
地で大和村は粘土質であるといった自然環境への対応の違い、組み相撲と立ち会い相撲という基本的
に異なる身体技法がどのように受け入れられたのかという問題など、さらに説明を求めたい点も見ら
れる。しかしながら、丹念な現地調査の積み重ねにより、先行研究を批判して、琉球弧の文化を奄美
沖縄文化（奄沖文化）としてとらえることを提言し、学界に寄与したことは高く評価されるものであ
る。 
 
平成２６年１月１０日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のも
と、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認
は、著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10条（1）に該当することから免除し、審
議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
よって著者は、博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
